
平成２１年６月 
関東学連加盟校各位 

各種オープン大会への出場について 

関東学生卓球連盟 
会 長 甘竹秀雄 
理事長 鈴木一雄 
幹事長 入江一嘉 

拝 啓 
時下、益々ご清祥の事とお慶び申し上げます。 
さて、表題の各種オープン大会への出場の件につき、下記の通り、ご連絡いたします。 
 
去る３月２１日（土）に行なわれました関東学連・第１回理事会におきまして、次の原則

を報告し、承認を得ています。 
・国体（及び､国体予選）に関しては､例外的に県名チームでの出場を認める。 
・その他の大会に関しては､ゼッケン、及びプログラム上に大学名が明記されることを前提 
として出場を認める。 
これにより､地域や高校ＯＢチームなどに関しても、｢○○高校ＯＢ（××大）｣のように､ 
併記する形でも､現所属の大学名を明記すれば出場可能となる。 
・今後の日本リーグのレンタル制に伴なう所属名の表記は､以上の件とは別に検討する。 
・その他、この原則での運用し、支障が発生するようであれば、今後、さらに検討する。 
 
その後、４月１７日（金）に、関東学連・第２回理事会が行われ、上記の方針に対して

意見が出され、検討の結果、下記のように、一部方針が変更となっております。 
・国体（及び､国体予選）に関しては､例外的に県名チームでの出場を認める。 
・その他の大会に関しては､団体戦に関しては所属する大学名での出場を義務付ける。 
他の所属先の選手と混成チームを組むことは認めない。 
個人戦のダブルスに関しては、他の所属先の選手とペアーを組むことも認めるが、その

際も、ゼッケン、及びプログラム上に所属する大学名が明記されることを前提とする。 
・今後の日本リーグのレンタル制に伴なう所属名の表記は､以上の件とは別に検討する。 
・その他、この原則での運用し、支障が発生するようであれば、今後、さらに検討する。 
 
今後、加盟校の皆様におかれましては、上記原則をご理解いただき、周知・徹底をお願い

いたします。また、運用上での詳細の連絡を、関東学連のＨＰ（http://kanto-sttf.jp/）にお
いて行なう可能性がありますので、定期的に確認をお願いします。 

以 上 


